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京大 ･基研 氷 上 忍
考えるノ､ミル トニアンとして次のものをとる｡
LK - 喜(∇¢1)2月 (vQ2)2+i-12412号 -2¢2
号 g 12414万 g≡璽+i g 3241242
¢1と62 はそれぞれ n成分とm成分をもったベクトル場とするo ト 展開で Fisher 達
によってこのモデルは固定点及びその安定性が調べられている｡ここでは,1/n展開で
2<d<4の範囲で固定点 安定性 を調べる｡ キャランーシマンツイーク方程式での係
数β一函数の零点より, 6個の固定点が得られる｡ そのうち,安点なものは, くり込ん




t のSpin次元依存性 (1/n展開 )
東大教養 岡 部 豊
古典的 nvectormodel, とりわけその臨界点近傍の振舞いの空間次元(d)あるいはspin
次元抑 こ対する紋存性は,最近精力的に研究されているo Tc のn紋存性 につ いては
stanleyl)の高温展開による議論があり, nが大きくなるとT｡ は滑らかに単調に低 く





Kc-嘉吾g(dl,二｡ +封 書乳 =O ･o(1/n2)
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